
植物病原菌に対する抗菌物質を生産する

微生物の利用に関する研究第5報

Strftlomyus albus C 1-2株の土壌中での Imoticidin

の生産， ~ 1 ()¥ Corticittm cmlrijttg'ttm ~t 対する

土壊中でのImoticidinの効果

井上忠男 ・岡 本康博ホ .商門義一

土嬢中での微生物仁よる対抗現象およびその機作仁ついては多くの研究がある (Grossbard，

1951 ;西門その他， 1949; Siminoff & Gottlieb， 1951; Gottliebその他， 1951-1955; 

Wrightおよび Wrightその他， 1952-1957). また明日山(1957)は対抗現象の起る場面

を，1)対抗菌の直接の寄生， 2)対抗菌による栄養原の独占， 3)対抗菌仁よる抗生物質の

生産，の3つの面から理解できるとの見解を述べている.

筆者らはさき仁本研究の第2報(1956)で， 2株の放線菌が無殺菌自然土で Corticum

centrifugumによるササゲの由絹病抑制に有効であったことを報告した.その後この抑制j効果の

機作を明らか仁するため仁一連の実験を続けた. 第3報(1956)では， これら対抗放線菌の中

Strettomyces albus C 1-2株れ殺菌土を用いた土嬢対抗法で，Corticium centrifugum 

およびRhizoctoniasolaniに示す対抗作用仁ついて，種々条件を変えて実験し，第4報(1959)

では，Strettomyces albus C 1-2株が液体培地で生産する新抗菌物質 Imotici<linを抽出精

製した.本報では Strettomycesalbus C 1-2株¢殺菌土中での Imoticidinの生産を調べ.殺

菌土中でみられるこの放線菌の白絹病菌に対する対抗作用仁， Imoticdinが果している役割を推定

した.きら仁， Imoticidinを土中仁処理した場合の白絹病菌の生育，および土中での Imoticidin

の安定性などについても実験した.

材 料 お よ び 方法

実験方法の細部にわたっては，実験の各項ごとに説明するが，ここでは一般的な実験方法と材料

について述べる.

対抗放線菌 Strettomycesalbus C 1-2株および試験菌 Corticiumcentrifugumの培養と

処理方法は，第2報および第3報で報告した土嬢対抗法の基本方法にしたがった. Imoticidinは

第4報に示した精製物質を用い，土仁処理する場合には少量のメタノール仁溶解した後，水で所定

濃度仁稀釈して土仁よく混合した.Imotici<linの定量仁はブイヨン寒天を用い，Bacillus subtilis .. 

PCI 219を試験菌どした溜紙片法で定量した.また，あらかじめ summarizedpapergramを調

べτImoticidinを定性し，さらlこ溶菌性仁よる阻止円の拡大も定性的な目安として観察した.定

量時には，その度ごと仁，種々の濃度の Imoticidin溶液をしませた径 6mmの滞紙片の阻止円
-、
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直径から得られる標準曲線を作って，力価を求めた. (附図 4参照〉

対抗放線菌による土中での Imoticidin生産の検出は次の方法で行なった.各処理 30gずつ入

れた 5 枚のジャーレの土を 300 C で 17~18 時間乾燥した後， 各ジャーレから 20gをとり，メタノ

ール 35ml で 17~18 時間室温で抽出〈抽出操作は他の実験でもすべて室温)， その後 15mlお

よび 10mlのメタノールでそれぞれ10分間抽出し， 全抽出液を混和したもの仁ついて定量した.

Imoticidinの検出量は各処理それぞれの平均値を求め， きら仁3回くり返した実験の成績を平均

して実験結果に示した.実験2以下の Imoticidin抽出操作は，それぞれの実験結果の項で説明

する.

放線菌の土中での生菌密度は potatosucro田 agar(pli 7.0~7.2) を用いて，稀釈平板法

でコ口ニーが 1 平板当り 30~300 の聞に稀釈して調べた.

実験結果

1. 殺菌土中での Imoticidinの生産
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第1図 放線菌培養日数と Imoticidin生産量の消長
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最高生産量は 132.5mcgjg(乾土〉から 190.7mcg!gの間であり，実験回仁よって約 6伽ncgjg

のちがいがあったが， Imoticidinの土一勉培地での最高生産量は少なくとも 130ll1cgjg以上仁達

することがわかった.Imoticidin生産量が最高lこ達した後，土中の Imoticidin濃度は急速仁低

下するが， 1月以上の培養でもなお， Imoticidin を検出することができた. 第 1図からみると，

Imoticidin生産量が比較的短期間内仁最高になる場合には， 最高生産量が少なく， 土中での

Imoticidin濃度の減少速度も早いようである. Imoticidinの1首長にともなう放線菌の土中での生

菌密度の変動を調べた.第 1図仁実線で示した実験回について調査した結果を第 1表仁示す.土

第 1表 Slreρlomyce albus C 1-2株の土ー魅培養の培養日数と土中生菌密度

培養 日数 1 2 3 4 5 7 10 15 

土中生菌密度 (xlQ勺 5.9 11.2 50.8 77.1 181.7 190.2 541∞.5 4685.3 

第1図の実線で示した実験の調査結果

中でのImoticidin生産量は放線菌の生商密度と密接な関係があり， Imoticidinの土中濃度が最

高の時には放線菌数も最大であった. しかしI Imoticidin生産量の消長が実験回仁より相当異な

ったと同様に，土中の放線菌密度も実験回により均一な数値は得られ屯かった.第 3報で行なった

実験Eで，培地の水分合量の変動により対抗作用が大きく影響されることを述べたが，ここの実験

の場合，培地の水分含量の変動は実験固によってきけることができなかったことも，成績が均一仁得

られなかったー固と考えられた.

b) Streptom伊伺 olbuBC 1-2榛が Cortciumcentrifugumに対抗している編合の h咽 ticimn

の生産 Strettomyces albus C 1-2株が土壌対抗法で Corticiumcentrifugum仁対抗し

ている場合仁， Imoticidinの生産が行なわれるかどうかを知るため仁実験した.土一越培地に(1)

対抗放線菌だけI (2)対抗放線菌をあらかじめ2日間培養した後仁 ιcentrifugumを移植，

(3)両菌を同時仁植付け，それぞれ270Cで7日間培養し.Imoticidin生産の有無，生産量の

多少を調べた.また， C. centrifugumの生育の様子も同時仁記録した.l附図 1，2 I 3).第

2表仁調査結果を示すがI Strettomyces albus C 1-2株を C.centrifugumに対抗させた

場合仁も Imoticidinが生産されることがわかった.対抗菌と C.centrifugumを同時に植付けて

第 2表 Streρlomyces albus C 1-2株を c.centrifugum仁対抗させた場合の

Imoticidin土中生産

1 2 3 

Imoticidin生産量 (mcg/g乾土〕 136.0 113.5 83.7 

C. centrifugum生育度(%) 14.4 64.3 

菌 核 形 成 量 --土 土-+

1 : Slreptomyces albus C 1-2株だけ

2: Slreρtomyces albus C 1-2株を2日培養後.C. cenlrifugumを移植

3 :両菌1:1:同時に植えつけ

4 : C. centrifugumだけ

3聞の実験の平均値を示す
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培養した場合，培地土中仁生産され

た Imoticidinの濃度は， 放線菌だ

けの培養の場合の約 64%であった.

また， ιcentrifugumを対抗菌よ

り2日後に移植した場合では約 82%

のImoticidin生産が検出された.一

方， C. centrifugumの生育は無

処理区仁比べると， (2)区で 14.4

%， (3)区で 64.3%(，ことどまった.

c) Imoticidinの生産におよlます肥

料の影書 土ー磁矯地に加える肥料

120 
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50 
の種類により， ImoticiGinの生産量 (mcgj凶

仁差があるかEうかを調べた.畑土に 40 

硫安，硝酸カリ，過燐酸石灰，石灰

をそれぞれ培地の 1%の割で加えた区

を作り，対照にはこれらの肥料成分を

加えない区と，砂糖および石灰を加え

てできる基本組成の土一越培地区の

2区を設けた.Strettomyces albus 

C 1....2株をこれらの培地仁植付け，

300Cで7日間培養後， Imoticidin 

生産量を測定した.肥料を加えたこ

とにより培地の土嬢 pHが変化した

が，高圧殺菌後の土嬢 pH'土次仁示

すとおりであった.

硫 安

pH 

5.5 

石灰 7.5

硝酸力リ 5.6 

石灰，砂糖(土一越培地〕
g 
r、

7・55
過燐酸石灰 5.6 生

40 

肥料無添加 5.9 産

3回くり返した実験結果の 量(mcg/g) 20 

平均を第2図に示す.肥料を

加えない畑土区仁比べて，硝

酸カリ，過燐酸石灰加用区

では Imoticidinの生産は少な

く，硫安，石灰加用区では多

30 

20 

10 

A B C D E F 

第2図 Imoticidin生産におよほす肥料の影響

A:無添加

B:硫酸アンモニヤ

C:硝酸カリ

D:過燐費量石灰(肥料用)

E:石 灰

F:“土ー魅培地"(石灰，砂糖)

1∞ 

80 

o 0.2 0.5 l' 2 5 石友加用量(0/..)

5.47.07.3 7.7 88 10.0 (繕集前のpH)

6.3 6.6 6.9 7.2 7.5 也1(培饗後のpH)

第3図 Imoticidin生産におよほす石灰の影嘗
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かった.とく仁，石灰を加えた区での Imoticidin生産量は土一楚培地での生産量の約 91'"で，

肥料無添加の場合の約2倍にも達した.

d) Imoticidin の生産におよlます石灰の~・ 前記実験c)から，殺菌土中での Imoticidin

の生産に石灰がとく仁有効であることがわかったので， 熔地中の石灰の含量を変えて Imoticidin

の生産量を調べた. 培地重量の0.2，0.5， 1， 2および3%と石灰加用量を変えた培地仁，

Strettomyces albus C 1-2株を植え， 300Cで7日間培養し， Imoticidinの生産量を調べた

結果が第3図である. 石灰含量が培地重量の1%の場合lこImoticidinの生産量は最高で，石

灰を加えない場合の2倍以上にも達した.培地の pHは放線菌を培養すること仁より中性仁近づく

傾向があり，石灰含量 1%の場合には放線菌の培養仁よって培地土嬢の pHは7.7から 7.2仁下

った.

Strettomyces albus C 1ー2株が Corticiumcentrijugum 

仁対して殺菌土中で示す抑制効果の解析

2. 

前述の一連の実験から，Strettomyces albus C 1-2株は殺菌土〈土ー磁培地〉中で少な

くとも最高 13仇ncg/gのImoticidinを生産することが明らか仁なった. とのことから，第2報の無

殺菌土を用いた対抗放線菌仁よる白絹病抑制j試験で得られた効果，および，第3報仁詳述した殺

菌土を用いた土嬢対抗法でみられた試験菌抑制効果抗 土中仁生産された Imoticio・inによると

結論することは早計である. しかし，土中での Imoticidinの生産量は βott!iebら(1952)が報

告した Strettomycesvenezuerae仁よる chloromycetinの生産量仁比べてはるかに多いので，

Imoticidinがこれら対抗現象仁かなり重要な役割を果してやると推論することは妥当と考えられる.

そとで，Strettomyces albus C 1-2株のあらわす対抗現象に果している Imoticidinの役割を

知る目的で，第3表に示すような処理を含む実験を行なった.

c. centrijugum生育抑制効果解析のための実験区の設定第 3 表

H 

。
。

G 

。

F 

。
。

E 

。
。

D C B 

。

A 区

Strettomyces a/bus C 1-2株を培養

メタノール抽出

砂糖および量産添加

高圧殺菌後の土の pH

験実

。
6.8 

。。。

7.0 

。l土処理を行なったことを示す
A-Dの各区l土石灰を加え， E-Hの各区は放線菌培養後の処理を示す

培地A-D:土;E-H:土ー舷培地

各区30gずつ培地を入れたジャーレ10枚

メタノサレ抽出はA-D.E-Hをよくまぜて，それぞれの半量(ジャーレ20枚分)について行った

7.0 6.8 7.2 7.2 7.2 7.2 

あらかじめ Strettomycesa/bus C 1-2株を7日間培養した土ー魅培地〈ジャーレ 40枚，

各シャーレ 30g)を300Cで17-18時間乾燥し，よく混合した後，その半量を1.5倍量のメタノ

ールで 17-18時間抽出し，その後さらlこ培地と等量のメタノールで 10分間ずつ3回抽出した.こ

の抽出法で土中の Imoticidinは大部分が抽出される.抽出後の培地土壌およびメタノールで処理

しなかった放線菌培養土は第3表仁示すような実験区に分けた.これら¢他仁，放線菌を培養しない
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土(石灰を加えた〉も同じようにメタノール抽出区，未抽出区を作った. また， 放線菌培養区仁

は栄養原補給の意味で砂糖，越を加えた区も設けた. こうして調製した培地はそれぞれの30&ずつ

を径8.7cmのジャーレ 10枚に入れ，常法どおり仁殺菌し.Corticium centrifugumを植付け

て270Cで培養し， 2. 3. 4， 5日目の生育量を測った.実験結果を第 4図仁示す.

87 

。
町
時

;s 
・$
『

ミ;
E oq 
R 
遺
品 40
昔 11

量 30

初

(

脇

〉

区

第 4 図 C. centrifugum生育抑制効巣解析(第3表参照)

培養日数2.3. 4. 5日の菌叢直径を示す

対抗放線菌を培養しなかった土では，メタノール抽出仁よる C.centrifugumの生育への影響

は少なく (A区とC区あるいはB区とD区の比較).補給栄養原の効果はわずかであり，いずれの処

理区でも C.centrifugumの生育は良好であった.ー方，対抗放線菌を培養した土では，メタノ

ール抽出の影響は非常仁大きく，メタノール抽出を行なわなかったG区.H区では補給栄養原を加

えても試験菌抑制が強くあらわれたの仁比べ， メタノールで処理したE区. F区では， 試験菌の生

育は対抗放線菌を培養しなかったC区.D区(土ー量産培地区〉と同じよう仁良好であった. この

実験結果から，少なくとも Strettomycesalbus C 1-2株を矯饗した殺菌土中の.Imoticidin 

を含むメタノール可溶性物質が対抗現象lこ大きな役割を果していたことが明らか仁なった.

3. 土中での Corticiumcentrsjugumの生育におよほす Imoticidinの影響

筆者らのこれまでの実験結果，とく仁，殺菌土中での試験菌抑制効果の解析結果から，土中で

の Corticiumcentrifugumの生育抑制に Imoticidinが大きな役割を果してひることが推測され

たので，精製した Imoticidinを殺菌土と無殺菌土に加えて，はたして C.centrifugumの生育

が抑制されるかどうかを調べた.

a)然殺菌土中で c.celltrtrugumの生育におよItす Irnoticldinの影醤 殺菌水を用いて

Imoticidin溶液を調整し，乾土1&当り 10.25. 50および l00mc&仁なるように殺菌してない畑

土仁よくまぜたものを，ジャーレ仁40&ずつ入れ，直径 10mmの C.centrifugumの寒天培養片

を2ケずつ土中仁浅く埋め，ふたを外したまま室内lこ放置して培養した.試験菌の生育は3"""6日
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育l:t第5図のよう仁なった.実験結果l士 宮

1m州 ain処理の各濃度どもジャーレ 120 
5枚¢測定値¢平均である.菌叢が土の 吉

表面仁あらわれてくる3日目までは， 50 人
WI! 10 

および 100mcgjgのImoticidin処理

区では C.centrifugumの生育が抑制

されたが，それ以下の濃度ではあまり影

轡がなかった.また， 4日目以後の試験

菌の生育速度は， 100mcgjgの処理区

でも無処理区とあまり差がなかった. し

たがって，無殺菌土で C.centrifugum 

の生育を抑制する Imoticidinの土中濃

度は，この実験の範囲では50-1∞mcgjgで，培養3日固までは抑制効果があったと考えられる.

b)殺菌土中で C.centrifugumの生育におよlます Imoticidinの影醤 あらかじめ殺菌した畑

土仁，前の実験ど同様に Imoticidinを加え，所定の Imoticidin濃度の土嬢培地を作った.と

れを 30gずつ各処理5枚のジャ

一レに入れ， 土の表面に径

5.5mmの C.centrifugum 80 

寒天培養片を2ケ置き， 270C }:) 
" 70 

で11日間培養した.試験菌の言

生育は毎日測定し，各実験回， ミω
~;: . 

各処理の平均を求め， 3 回の実 ~50

験の平均を第6図仁示した :L4ω 0 

培地土中の 1mロm凶

高しい、ほど試験菌の生育はおくれ (一
掘調

たが， 1∞mcgjgの濃度でも 11 .......出

日目にはジャーレ全面に生育し 10 

た.培養 4日目の測定結果に

ついて，処理聞の差の有意性を

調べたところ， 50mcg/gと100

mcg/gの両処理聞をのぞき， ~ 

の処理聞にも 1%水準で有意

差があった.図から明らかなよう

仁. C. centrifugumの生育に抑制効果のある期間は. Imoticidinの濃度 10mcg/gで2-

の間 (1957年10月18-21日〉土の

表面に生育した菌叢直径を測定できた.

それ以後は培地土壌が乾燥したため，試

験菌の生育が進まなかったので測定しな

かった. 処理後6日までの誤験菌¢生
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第5図 無殺土中での C.centrifugumの生育

におよほす Imoticidinの影響

図中の数字は Imoticidinの土中濃度 (mcgjg)を示す

。 i ;0 
/ / 
// 
/ 
.1 / . . 

/ / 
ノ/ / 

a 

//  / 
///  

r/二一.../

培養日数

第6図殺菌土中での C.centrifugum生育に

およlます Imoticidinの影響

実際の生育量はこれより 3mm多い
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3日， 25mcg/gで4日.5Umcg/gで6日， 1UUmcg/gで8，..，9日であり，それ以後は無処理

区と同じように生育し， Imoticidinの影響はなくなった.

4. 土中での Imoticidinの安定性

多くの抗生物質は土壊中では活性が極度に低下し，土中での抗菌性は認められなくなる (Gott-

liebその他， 1951，..，1955: Gregory，その他 1952;]efferys， 1952). この原因としては土壌粒

子に上る吸着や土壌微生物仁よる分解などが考えられる. 本報告仁述べたこれまでの実験の結果，

Imoticiainは土中濃度 1∞mcg/gの場合，無殺菌土中で3日間，殺菌土で9日聞は C.centri-

fugumの生育を抑制したが， それ以後はともに抑制効果がみられなかった. このことは Imoticidin

の土嬢仁よる吸着度が進んだためか，土中の微生物により分解されたかして， 不活性化が起ったため

と考えられたので Imoticidinの土中での安定性仁ついて2，3の実験を行なった.

a)土を多量の Imoticldin溶液中に入れた場合の液中の Imoticldin温度の変化 試験管に入

れた 100mcg/m1の Imoticidinの溶液 20m1の中に畑土 5g (殺菌土および無殺菌土〉を入れ

て室内仁置き， 7日目を除き 8日

上
澄鉛
液
の
カ

菌土仁処理した場合，上澄液のカ 価 品

価は実験期間中， ほほ 100mcg/ (mcg/ml)叫

m1程度で，ほとんE力価の減少は

みられなかった. 一方， 無殺菌土

では3日目から次第仁力価は低下

目まで毎日上澄液の Imoticidin

力価を調べた.各処理は試験管2

本を含み，実験は3回くり返した.

第7図仁実験の平均を示すが，殺

、、

"'.....'"‘無殺菌土
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。。 2 " 4 !i 6 8 
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し， 8日目仁は約 40mcg/m1にな 第7図 Imoticidin溶液仁土を入れた場合

った.無殺菌土仁処理した区では， 上澄液力価の消長

上澄液中仁種々の微生物が多量に発育してきた.この実験の結果から， Imoticidinの殺菌土への

吸着は起ったとしても，阪着量が少なかったので上澄液の力価はあまり低下しなかったものと考えられ

た.まむ無殺菌土での力価の減少には， 微生物による分解がかなりの部分を占めていたものと推

測された.

b)土中に ImoticiJin溶液を加えた犠合の Imoticidin土中漫度の;拘畏 殺菌土および無殺菌

土のそれぞれ10gに Im:>ticidin200mcg/m1 溶液を 5m1ずつ加え(土10g当り Imoticidin 

1mgの割合)，当日および， 1， 3， 7， 14日後仁メタノールで Imoticidinを抽出定量した.2回

くり返した実験の平均から実験結果を第8図仁示した.乾土1&当りの Imoticidin回牧量は次

の方法で求めた.10m!のメタノールで5回，毎回 10分間室温で抽出し，毎回の抽出液のカ価を

調べた.各抽出回の積算抽出量から描かれる曲線仁もとづき， 抽出可能な回牧極限量を推定し

た.実際には 5回目までのメタノール抽出で，土中の ImoticidinはほとんE回放できた.

第8図仁示すようじ殺菌土で1日後までの回i枚量はほぼ 85，..，90mcg/gで， 2日目仁は減少し

て約 80mcg/g仁なるが，それ以後は 14日後になってもほとんど同量の Imoticidinが回牧できた.

無殺菌土でも殺菌土の場合と同じような傾向がみられたが， 殺菌土の場合に比べて， 回牧量は約

1仇ncg/gだけ少なかった.

-136ー
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殺菌土の場合の不 第8国土中に加えた Imoticidinの活性の消長

活性化も主に吸着仁よるものと考えられた.

c)殺菌土に加えた Imoticidinの畳とその土からの 1m。凶d必且図1倹量との関係 前実験で

1∞mcg/gのImoticidinを殺菌土仁 1∞ 
加えると， 約 20%の Imoticidinが

吸着されるととがわかったので， きら仁

loomcg/g以下の濃度になるように

Imoticidinを殺菌土仁加えた場合，

土への吸着量がどう変るかを調べた.

40， 60， 80 および loomcg/gになるよ

ω
 

回
目
。
同
庁
広

g
回 ω 
収

うに Imoticidin溶液を調製して殺菌

土問仁加え，ただち仁前の実験と同 (mふ〉
様の操作で Imoticidinを回牧定量し 40 

た.第9図に3回くり返した実験結果

の平均を図示したが， 40-100 mcg/g 

のImoticidin濃度では，ほほ一様に，

約 20-25%の Imoticidinが土に吸

着された.

考

40 80 I面60 

Imoticidin加用量 (mcg/g)

第9図 殺菌土に加えた Imoticidinの回収量

察

Gottliebおよびその一派は主に放線菌の生産する抗菌物質について，また Wrightおよびその一

派は糸状菌の生産する抗菌物質仁ついて，土中での生産を調べた. 糸状薗の生産する抗菌物質の

中， gliotoxin， viridin， griseofulvin， frequentin， gladiolic acidなど多くの物質が土中で生産

されるととが明らにされている.一方， Gottliebら(1952)による放線菌の場合には， streptomycin 

をはじめ多くの抗菌物質は土中での生産を検出することができなかったが.chloromycetinの場合仁
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だけは検出定量して研究された.彼らは StrettomycesvenezueraeをBacillussubtilis仁対抗

させた場合，土中での chloromycetinの生産速度がおくれ，生産量が減少したとしている.本報

告の実験でも，Corticium centrifugumに対抗してやる場合のStrettomycesalbus C 1-2株

の lnioticidin生産量は，放線菌だけの場合よりは少なかった.しかい 放線菌仁よって生産され

た抗菌物質の土中濃度を比べると. chloromycetinの場合，種々の有機質を加えた好条件下で

約25mcgjg前後であるのに比べ.Imoticidinの場合仁は土ー麓培地の条件で約 130mcgjg以

上仁達した.また，放線菌を C.centrifugumに対抗させた場合(例えば両菌を同時に培養開始〉

でも約 87mcg/gの Imoticidinが生産された. 第4報で明らか仁したように， C. centrifugum 

仁対する Imoticidinの最低有効阻止濃度は1∞mcgjml以上であるが， 10mcgjmlの低濃度で

も発育抑制l効果がみられる.このことから，土一越培地中仁生産される Imoticidinの量は. C. 

centrifugumの生育を強く抑制するに十分であると考えられる.

Wright (1956)はTrichodermaviride仁よるgliotoxinの土中での生産は肥料を加えることに

より増加し，とくlこ，硫安が有効であったとしてやる.Gottliebら(1952)は土中でのchloromycetin

の生産量仁土中有機質の種類と量が関係し，有機質を加えないと，S. venezueraeはB.subtilis 

に対抗できなかったとし， tryptonを土に加えた場合の生産量は約 25-27.8mcgjgにおよび，

green alfalfa hayを加えた場合仁は 1.4mcg/g，oat strawや澱粉を用いた場合仁はほとんE生

産されなかったとしている. また Wright(1954， 1955)はWarehamsoil中での gliotoxin生

産量は Ca(OH)2を加えて土壌 pHを高めると， pH 4.0-7.4の範囲では pHが高いほど増加

し，Penicillium nigricans仁よる griseofulvinの生産量は pHを5.3-6.1仁高めるこ左仁より

増すことを報告している.本報のImoticidinでは，殺菌した畑土でも約 50mcgjg程度生産される

が，硫安，石灰，魅+石灰+砂糖〈土一越培地)を加えた場合には生産量の増加が認められ，

とく仁石灰を加えた場合および土ー量産培地では， 肥料無添加の場合の約2倍の Imoticidinが生

産された.中でも石灰の影響が大きかったが，土の1%前後加えた場合仁 Imoticidin生産量がも

っとも多<.5%加えるとかえって悪影響があり， 1 moticidinの生産は認められなかった.土仁加え

る有機質を色々 仁変えた実験は行っていなし1が，第3報の成績からみて， 砂糖，慈，イツゲン茎葉

乾燥物，稲わらなどは，放線菌の生育を促して対抗作用を強めると同時仁， Imoticidinの生産量

を増加させるに役立つものk考えられる.

土壌対抗法で C.centrifugumに対する Strettomycesalbus Cト2株の対抗作用に，

ImoticidinがEのような役割を果しているかを知るために， C. centrifugum抑制の主因として

Imoticidinを仮定し実験したが，抑制効果のみられる土からメタノール可溶成分を抽出し去ると，

C. centriβtgumの生育は極めて良好になった.また，対抗放線菌を培養し:なかった殺菌土中の

メタノール可溶成分は， C. centrifugumの生育仁ほとんど影響をもっていなかったことも考え合わ

せると，この場合の試験菌抑制効果の主因は Imoticidinと考えてよいようであった.殺菌土を用

いたこの実験結果から，第2報でみられた無殺菌自然土中での ιcentrifugum抑制効果に，

Imoticidinが主固として働いていたと結論するのは早断であるにしても， 自然土中仁加えた Imoti-

cidinの土中での活性の消長を調べた本報の実験結果も考慮に入れると， 対抗放線菌の生産し

た Imoticidinが，白絹病の抑制にかなり重要な役割を果していたものと云える.

一般に，抗菌物質を土中lこ加えた場合，土仁吸着されたり，土中の微生物によって分解されたりし

て，著しく不活性化される.actinomycin (Martin & Gottlieb， 1955)は土に吸着されるが，抗
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菌力が強いので，吸着されず仁残った極少量でも，Baci//us subtilisの発育を抑制し， terramycin 

はpH6.2の土で 2OUmcg/g，pH 5.6の土では 500mcg/g以上を加えると，B. tolymyxaの発

育を抑制したと云う.また chloromycetin(Gott1ieb & Siminoff， 1952)はB.subtilisの生育

を10および 15mcg/gで或程度抑制Lたと報告されている.Imoticidinの場合では，実験結果仁

示したように， 5仇ncg/gを無殺菌土lこ加えると，少なくとも 3日間，また殺菌土では1仇ncg/gで

2~3 日， 25mcg/gで4日， 5仇ncg/gで6日， 100mcg/g では 8~9 日間それぞれ試験菌抑

制効果がみられた. これらの実験結果L 対抗現象に Imoticidinが果した役割仁ついての考察の

1つの裏付けになるものと考えられる.

Gott1ieb & Siminoff (1952)によると， chlorornycetinは殺菌した自然土中で S.venezuerae 

により生産され， との生産量は或種の有機質を加えることにより増加した. また，彼等ti土中仁加

えた chloromycetin の回牧率が 100mcg(g までは殺菌土で 60~70 %であり，きら仁， 5伽ncg(g

加えた場合殺菌土中では2週間後まで約 40mcg/gの活性が保たれ， 無殺菌土では2，3日:後か

ら急速に不活性化が起ったと述べている.Imoticidinの土中での生産量なE仁ついては， すで仁本

考察中で論じたとおりで， chloromycetinよりも生産される量が多いこと以外は似た傾向がみられ

た.土中仁加えた Imotiodin回牧率や土中での活性保持期間仁ついても，ほほ chloromycetin

と似た傾向であった.ただ，土の量仁対する Imoticidin溶液が土の保水量以上の場合lこは， chlo-

romycetinの場合と同様な活性の消長がみられたのに反し，土仁 Imoticidin溶液を漫みこませ

た場合には， 殺菌土でも無殺菌土でも， とくlこ著しい活性の変動はみられなかった. 殺菌土に加え

たImoticidinの回牧率は chloromycetin(F.，場合より幾分高(， 10Cmcg(gまで¢濃度で廿約

80%が回l吹きれた.

嫡 要

本報は第2，第3報で報告した Strettomycesalbus C 1-2株の殺菌土および無殺菌土で

の Corticiumcentrifugum仁対する対抗作用に，抗菌物質 Imoticidin(第4報に報告した〉

がどのような役割をもっているかを検討した実験の報告である.

1) Strettomyces albus C 1-2株は殺菌した自然土中で約 50mcg/g(乾土)，土一費量培

地で約 130mcg/gの Imoticidinを生産した.

2) Strettomyces albus .C 1-2株を C.centri・fugumに対抗させた場合仁も Imoticidin

は生産されるが，対抗放線菌だけを生育させた場合よりは少なかった.

3)土中での Imoticidinの生産lこは石灰を加えることが有効で，とくに土の 1%前後の割で加

えた場合， Imoticidinの生産量は著しく増加した.

4) Strettomyces albus C 1-2株を培養した土ー量産培地からメタノ-)レ可溶成分(Imoti-

cidinを含む〉を除き， ιcentrifugumを植付けると，放線菌を植えない土一極培地上と同様

に良好な生育を示した.メタノー)1;可溶成分を除かない場合には， C. centrifugumはほとんど生

育できなかった.放線菌を植えない土一越培地のメタノール可溶成分は ιcentrifugumの生育

仁涯とんど影響しなかった.

5)土に Imoticidinを加えた場合，無殺菌土では 50および 100mcg(gで3日間 C.centri-

fugumの生育が抑制された.殺菌土では 10，25， 50， 1∞mcg/g でそれぞれ 2~3 ， 4 ， 6 ，

8~9 日間生育が抑制された.
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6)土中lこlo.Omcg/mlの Imoticidin溶液を加えた場合，殺菌土中では2週間後まで約 80.

%が活性を失なわなかった.無殺菌土では土仁加えた Imoticidin溶液が土の保水量以上のときlこ

は， 2"""'3日後から急速仁活性が低下したが，量が少なければ殺菌土の場合と同様に活性が保たれ

た.また4o.......Io.o.mcg/gのImoticidin溶液を加えた殺菌土からの Imoticidin回牧率は約 80.%

であった.
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附図 1 附図 2 

土壊対抗法(培養日数4日) 土壌対抗法〈培養日数4日)

Cont.: C. centrifugumだけ Treat A:対抗放線菌と C.centrifugumを同

時に植えつけ

附図 3 附図 4 

土援対抗予法(培養日数4日) Imoticidinの定量

Treat B:対抗放線菌を C.centrifugumより 2 真上から左まわりに 100，75， 50， 25， 10 

日早〈培養，ほとんE完全に抑制していあ mcgjmlの阻止円を示す
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